
電気の地産地消 時代の潮流
藤本穣彦・静岡大准教授 農村資源計画

農
山
村
に
と
っ
て
、
水
資
源

は
生
活
や
農
業
に
関
わ
る
生
命

線
で
、
集
落
の
皆
で
維
持
管
理

し
て
い
る
。
小
水
力
発
電
は
水

資
源
を
生
か
し
直
す
営
み
で
、

過
疎
と
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か

け
、
総
合
的
に
集
落
の
未
来
像

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

２
年
前
に
農
業
用
水
路
を
活

用
し
て
発
電
を
始
め
た
岐
阜
県

郡
上
市
の
石
徹
白
（
い
と
し
ろ
）

集
落
は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

一
つ
だ
。
提
案
し
た
の
は
移
住

者
た
ち
で
、
発
電
専
門
農
協
の

設
立
と
事
業
化
を
通
じ
て
集
落

の
絆
を
結
び
直
し
、
基
本
構
想

も
作
っ
た
。

集
落
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
が
で
き
、
農
産
加
工
品
作

り
が
復
活
し
、
カ
フ
ェ
も
開
店

し
た
。
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
を
視
野
に
、
家
族
や
仲
間
、

集
落
を
大
事
に
し
て
生
き
る
移

住
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
共

感
し
、
移
り
住
む
人
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。暮
ら
し
を
喜
び
、

楽
し
む
。
幸
せ
な
雰
囲
気
は
人

々
を
引
き
つ
け
る
。

小
水
力
発
電
は
単
な
る
収
益

事
業
で
は
な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

な
営
み
だ
。
集
落
の
人
が
自
分

た
ち
で
計
画
、
建
設
し
て
、
維

持
管
理
す
る
。
そ
の
実
践
は
集

落
の
未
来
を
考
え
る
学
校
に
な

る
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
事
業

を
す
る
こ
と
で
、
自
信
と
前
向

き
な
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
日
本

の
農
山
村
が
本
来
持
つ
力
を
引

き
出
し
て
い
く
。

事
業
に
障
壁
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
は
一
定
の
売
電
収
入
を
約

束
す
る
が
、
電
力
会
社
が
送
配

電
網
へ
の
接
続
を
制
限
し
た

り
、
買
い
取
り
量
を
抑
え
た
り

す
る
場
合
が
あ
る
。

車
や
バ
イ
ク
、
農
業
機
器
の

電
動
化
や
オ
ー
ル
電
化
住
宅
な

ど
、
石
油
か
ら
電
気
へ
の
転
換

が
進
む
今
、
電
気
の
地
産
地
消

は
時
代
の
潮
流
だ
。
蓄
電
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
、
電
力
の
流
れ
を

供
給
と
需
要
の
両
側
か
ら
制
御

し
て
効
率
よ
く
送
電
す
る
地
域

の
送
電
網
（
ロ
ー
カ
ル
・
グ
リ

ッ
ド
）
の
開
発
と
運
用
な
ど
、

大
手
電
力
会
社
の
役
割
は
依
然

と
し
て
大
き
い
。

高
度
成
長
期
、
大
規
模
集
中

型
の
発
電
が
定
着
し
た
日
本
で

は
小
水
力
発
電
の
技
術
が
失
わ

れ
た
。
地
域
で
水
資
源
を
見
分

け
る
目
を
育
て
、
中
小
事
業
者

が
地
域
に
根
ざ
し
た
技
術
を
開

発
で
き
れ
ば
、
小
水
力
発
電
は

も
っ
と
普
及
す
る
。

農
山
村
に
は
水
や
森
を
守
っ

て
き
た
文
化
と
技
術
が
あ
る
。

岡
山
県
西
粟
倉
村
の
実
践
で
知

ら
れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
含

め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域

で
生
む
先
に
新
し
い
時
代
が
見

え
て
こ
な
い
か
。
そ
れ
は
確
実

に
実
現
で
き
る
希
望
で
あ
る
。

（
談
）

再
生
エ
ネ
比
率

20
％

蓄
電
設
備
の
費
用
が
課
題

九 州九
州
で
は
太
陽
光
発
電
を
中

心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
進
む
。
太
陽
光
は
天
気

や
時
間
帯
に
よ
っ
て
発
電
量
が

変
動
す
る
た
め
、
送
配
電
を
担

う
九
州
電
力
は
安
定
供
給
策
を

強
化
し
て
い
る
。
再
生
エ
ネ
の

発
電
量
は
今
後
も
増
え
る
見
込

み
だ
が
、
発
電
量
の
増
減
を
調

整
す
る
蓄
電
設
備
の
費
用
な
ど

課
題
が
横
た
わ
る
。

「
今
の
電
源
構
成
は
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
に
近
い
と
思
う
」
。

６
月
に
就
任
し
た
九
電
の
池
辺

和
弘
社
長
は
西
日
本
新
聞
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
説
明
し
た
。

２
０
１
７
年
度
に
九
電
が
供

給
し
た
電
力
の
電
源
構
成
は
、

火
力

％
、
再
生
エ
ネ

％
、

原
子
力

％
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
は

年
の
構
成
を

火
力

％
、
再
生
エ
ネ

〜

％
、
原
子
力

〜

％
と
し
て

お
り
、
他
の
電
力
会
社
よ
り
も

近
い
水
準
に
あ
る
。

九
州
の
再
生
エ
ネ
は
太
陽
光

が
約

％
を
占
め
、
５
月
末
時

点
の
導
入
量
（
発
電
能
力
）
は

７
９
３
万
㌗
。
九
電
が
緊
急
用

送
電
網
の
空
き
容
量
を
弾
力
的

に
使
う
な
ど
し
て
、
導
入
量
は

月
５
万
㌗
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て

い
る
。
揚
水
発
電
を
除
く
水
力

は
約

％
。
導
入
量
は
約
１
８

５
万
㌗
で
、

万
㌗
は
小
水
力

発
電
な
ど
九
電
以
外
が
担
う
。

再
生
エ
ネ
の
柱
で
あ
る
太
陽

光
が
供
給
す
る
発
電
量
は
一
定

で
な
い
。
好
天
時
は
需
要
を
上

回
る
電
力
を
生
み
、
夜
間
や
悪

天
時
は
供
給
が
止
ま
る
。

こ
の
た
め
、
九
電
は
昼
間
の

余
剰
電
力
で
水
を
く
み
上
げ
、

夕
方
以
降
に
落
水
し
て
発
電
す

る
揚
水
発
電
な
ど
で
需
給
を
調

整
。
調
整
で
き
な
い
場
合
は
一

部
の
太
陽
光
事
業
者
に
発
電
停

止
を
指
示
す
る
計
画
で
、
事
業

者
か
ら
は
「
発
電
で
き
る
の
に

止
め
ら
れ
る
の
は
困
る
」
と
の

声
が
漏
れ
る
。

九
電
は
対
応
策
と
し
て
、

年
に
世
界
最
大
級
の
蓄
電
シ
ス

テ
ム
を
福
岡
県
豊
前
市
の
豊
前

火
力
発
電
所
で
稼
働
し
た
。
整

備
費
約
２
０
０
億
円
の
ほ
と
ん

ど
は
国
の
補
助
で
、
大
規
模
蓄

電
設
備
を
自
前
で
整
備
す
る
こ

と
に
は
慎
重
だ
。
揚
水
発
電
所

は
用
地
選
定
な
ど
に
時
間
が
か

か
り
、
増
設
は
容
易
で
な
い
。

年
度
か
ら
は
電
気
自
動
車

を
蓄
電
池
に
活
用
す
る
実
験
を

始
め
る
が

容
量
は
限
定
的

九

電
は
「
ど
の
程
度
の
調
整
力
が

見
込
め
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

石
田
剛

売
電
収
入

集
落
持
続
に
一
役

小水力発電山間地に光
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
政
府
の
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
主
力
電
源
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
太
陽
光
や
風
力
を
は
じ
め
、
九
州
で

も
徐
々
に
普
及
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

で
、
小
水
力
発
電
に
着
目
し
た
い
。
発
電
量
は
少

な
い
が
、
人
口
減
少
が
著
し
い
山
間
地
域
の
む
ら

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
県
日
之
影
町

を
訪
ね
る
と
、
集
落
や
農
業
を
持
続
さ
せ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。
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宮崎・日之影町

田中弘道組合長村川友美代表

大人集落の小水力発電機。半年で

740万円の売電収入があった

小
水
力
発
電
所
の
前
に
集
っ
た
大
人
集
落
と
リ
バ
ー
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
人
た
ち
。
斜
面
の
上
か
ら
流
れ
る
水
で
発
電
す
る

祖
母
傾
山
系
の
連
峰
と
深
い
谷
が

印
象
的
な
宮
崎
県
日
之
影
町
。
棚
田

群
の
中
に
人
家
が
点
在
す
る
大お

お

人ひ
と

集

落
か
ら
、
さ
ら
に
山
深
く
分
け
入
っ

た
川
沿
い
に
小
水
力
発
電
所
は
あ

る
。
山
腹
水
路
か
ら

㍍
の
高
低
差

を
流
れ
落
ち
る
水
を
受
け
て
発
電
す

る
。山

腹
水
路
は
世
界
農
業
遺
産
「
高

千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
」
の
構
成
資

産
の
一
つ
。
大
正
期
に
先
人
が
山
腹

に
手
掘
り
で
開
削
し
、
改
修
を
重
ね

て
延
長
約

㌔
に
及
ぶ
。

小
水
力
発
電
は
、
高
齢
化
で
水
路

が
維
持
管
理
で
き
な
く
な
る
不
安
か

ら
生
ま
れ
た
。
水
路
が
機
能
し
な
く

な
る
と
、
山
村
の
農
業
は
終
わ
る
。

大
人
発
電
農
協
の
田
中
弘
道
組
合

長
は
「
山
腹
水
路
を
守
る
た
め
、
土

砂
や
落
葉
を
集
落
総
出
で
定
期
的
に

取
り
除
い
て
き
た
が
、
加
齢
で
参
加

で
き
な
い
人
が
出
て
い
る
。
作
業
を

依
頼
す
る
人
件
費
を
売
電
収
入
で
賄

お
う
と
考
え
た
」
と
話
す
。

一
貫
し
て
支
援
す
る
の
は
、
九
州

大
流
域
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
室
の
卒

業
生
ら
で
つ
く
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
「
リ
バ
ー
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
（
福

岡
市
）
。
住
民
の
相
談
を
受
け
、
２

０
１
３
、

年
度
に
発
電
可
能
性
を

調
査
し
つ
つ
、
月
１
回
程
度
の
集
落

会
議
に
出
席
し
、
事
業
の
意
義
や
資

金
調
達
法
、
経
営
の
見
通
し
を
説
明

し
た
。

□

□

日
之
影
町
の
人
口
は
約
３
８
０
０

人
。
１
９
５
０
年
代
後
半
の
ピ
ー
ク

時
の
約
４
分
の
１
。
４
年
前
、
民
間

提
言
機
関
か
ら
宮
崎
県
の
市
町
村
で

最
も
消
滅
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ

れ
た
。
若
者
の
多
く
は
高
校
を
卒
業

す
る
と
町
を
出
る
。
残
る
人
は
未
婚

が
目
立
つ
。
山
腹
水
路
は
、
こ
の
ま

ま
で
は
子
孫
の
「
負
の
遺
産
」
に
な

り
か
ね
な
い
。

小
水
力
発
電
に
対
し
、
最
初
は
慎

重
意
見
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
水
路

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
改
修
し
た

際
、
負
債
を
苦
労
し
て
分
か
ち
合
っ

た
経
験
が
あ
る
た
め
で
「
も
う
借
金

は
し
た
く
な
い
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

た
め
ら
う
住
民
に
、
同
社
の
村
川
友

美
代
表
は
「
小
水
力
発
電
で
山
腹
水

路
に
新
た
な
資
産
価
値
を
加
え
、
若

い
人
を
呼
び
戻
そ
う
」
と
訴
え
た
。

集
落
の
共
有
財
産
に
関
わ
る
事
業

だ
。
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
事
業
組
織
は
組
合
員
個
人
に
債

務
負
担
が
及
ば
な
い
発
電
専
門
農
協

と
し
、
出
資
は
１
人
当
た
り
１
口
４

千
円
に
限
っ
た
。
仮
に
事
業
が
失
敗

し
て
も
、
組
合
員
は
４
千
円
を
失
う

だ
け
で
、
債
務
は
抵
当
権
が
付
い
た

発
電
施
設
の
売
却
で
返
済
す
る
。

会
議
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
賛
成
意

見
が
増
え
た
。
先
行
し
て
い
る
鳥
取

県
の
別
府
電
化
農
協
の
成
功
体
験
が

伝
わ
る
と
、
流
れ
が
定
ま
っ
た
。
大

人
集
落

世
帯
の
う
ち
、
全
て
の
農

家
を
含
む

世
帯
が
参
加
し
た
。

□

□

福
島
第
１
原
発
事
故
の
後
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
電
力
会
社
が
発
電
電
力
を
一
定

の
価
格
で
買
い
取
る
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
が
で
き
た
。
２
０
１
４
年

に
は
農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
法
が
施
行
さ
れ
、
国
が
導
入
を
支

援
す
る
。
九
州
農
政
局
に
よ
る
と
、

大
人
発
電
農
協
は
同
法
施
行
後
、
九

州
に
初
め
て
発
足
し
た
発
電
専
門
農

協
だ
。

大
人
発
電
農
協
は
九
州
電
力
へ
の

売
電
収
入
を
年
間
１
１
０
０
万
円
と

見
込
む
。
発
電
出
力
は
す
ぐ
に
送
配

電
網
に
接
続
し
て
売
電
で
き
る

㌗

未
満
（

㌗
）
に
抑
え
、
収
入
に
変

動
が
な
い
よ
う
に
し
た
。

施
設
や
設
備
の
建
設
費
９
５
０
０

万
円
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
宮

崎
銀
行
の
融
資
で
大
半
を
賄
っ
た
。

「
山
間
地
再
生
の
モ
デ
ル
に
な
る
」

と
公
益
性
を
訴
え
、
理
解
を
得
た
。

年
分
割
払
い
で
返
済
す
る
。
発
電

施
設
は
太
陽
光
や
風
力
よ
り
も
耐
用

年
数
が
長
く
、
１
０
０
年
先
に
も
残

せ
る
と
い
う
。

□

□

滑
り
出
し
は
順
調
だ
。
売
電
収
入

は
昨
年

月
の
稼
働
か
ら
半
年
で
７

４
０
万
円
。
地
域
づ
く
り
や
組
合
員

の
福
祉
な
ど
に
幅
広
く
使
え
る
。「
集

落
伝
統
の
夜
神
楽
や
歌

伎
の
保
存

活
動
、
公
民
館
の
管
理
に
も
充
て
た

い
。
『
先
祖
は
よ
く
小
水
力
発
電
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
』
と
子
孫
に
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
。
田
中
組
合
長
の

表
情
は
明
る
い
。

日
之
影
町
地
域
振
興
課
の
平
川
浩

二
課
長
補
佐
は
「
小
水
力
発
電
は
、

不
利
な
傾
斜
地
の
有
効
な
振
興
策
」

と
他
集
落
へ
の
広
が
り
を
期
待
す

る
。
村
川
代
表
は
「
町
内
外
の
発
電

施
設
と
連
携
す
れ
ば
、
地
域
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
完
全
自
給
を
目
指
せ
る
の

で
は
な
い
か
。食
の
自
給
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
提
案
し

て
い
き
た
い
」
と
夢
を
描
く
。

（
吉
田
昭
一
郎
）

小
水
力
発
電

河
川
や
農
業
用
水
路
な

ど
の
水
流
で
タ
ー
ビ
ン
を
稼
働
さ
せ
る
小

規
模
な
水
力
発
電
。
太
陽
光
発
電
に
比
べ
、

大
規
模
な
設
備
投
資
を
必
要
と
せ
ず
、
昼

夜
を
問
わ
ず
発
電
が
可
能
。
売
電
に
よ
る

収
入
の
確
保
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
目
指
し
、
農
山
村
な
ど
で
導
入
さ
れ
て

い
る
。
一
般
的
に
出
力
１
万
㌗
以
下
を
小

水
力
発
電
と
呼
ぶ
。
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